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Start with the doubt on the Japanese sales customs
Working in Japanese

語
ご
学
がく
以
い
外
がい
の専

せん
門
もん
分
ぶん
野
や
で日

に
本
ほん
語
ご
を使

つか
って

仕
し
事
ごと
をしている外

がい
国
こく
人
じん
を紹

しょう
介
かい
する

第
だい
2 回

かい
日
に

本
ほん

の営
えい

業
ぎょう

文
ぶん

化
か

への疑
ぎ

問
もん

をビジネスに

ソフトブレーン株
かぶ
式
しき
会
がい
社
しゃ
代
だい
表
ひょう
取
とり
締
しまり
役
やく
会
かい
長
ちょう
。

日
に
本
ほん
企
き
業
ぎょう
の非

ひ
効
こう
率
りつ
的
てき
な営

えい
業
ぎょう
に疑

ぎ
問
もん
を持

も
ち、

より合
ごう
理
り
的
てき
かつ効

こう
率
りつ
的
てき
な営

えい
業
ぎょう
活
かつ
動
どう
を可

か
能
のう
に

するソフトウェアの開
かい
発
はつ
・販

はん
売
ばい
を行

おこな
う。著

ちょ

書
しょ
に『やっぱり変

へん
だよ日

に
本
ほん
の営

えい
業
ぎょう
』（日

にっ
経
けい

BP企
き
画
かく
）他

ほか
。1963年

ねん
、中

ちゅう
国
ごく
山
さん
東
とう
省
しょう
生
う
まれ。

ウェブサイト（HTML）では、より詳
しょう
細
さい
な

内
ない
容
よう
の記

き
事
じ
を掲

けい
載
さい
しています。

宋
そう
　文

ぶん
洲
しゅう

（Wen Zhou Song）さん

Ｑ１： 来
らい
日
にち
してから、現

げん
在
ざい
のお仕

し
事
ごと
をさ

れるにいたった経
けい
緯
い
を教
おし
えてくだ

さい。

　中
ちゅう
国
ごく
の大
だい
学
がく
を卒
そつ
業
ぎょう
後
ご
、政

せい
府
ふ
の派

は
遣
けん
で北
ほっ

海
かい
道
どう
大
だい
学
がく
大
だい
学
がく
院
いん
に留

りゅう
学
がく
し、工

こう
学
がく
博
はか
士
せ
号
ごう
を

取
と
りました。博

はか
士
せ
号
ごう
を取

と
る直

ちょく
前
ぜん
に天

てん
安
あん
門
もん

事
じ
件
けん
が起

お
こり、帰

き
国
こく
を延

の
ばして日

に
本
ほん
のソ

フトウェア会
がい
社
しゃ
に就

しゅう
職
しょく
しました。でも、

この会
かい
社
しゃ
がすぐに倒

とう
産
さん
してしまい、仕

し
方
かた

なく、学
がく
生
せい
時
じ
代
だい
に開
かい
発
はつ
した土

ど
木
ぼく
解
かい
析
せき
ソフ

トを売
う
ってみたら、よく売

う
れて、５年

ねん
間
かん

で７億
おく
円
えん
の利

り
益
えき
を上

あ
げました。その後

ご
、

会
かい
社
しゃ
経
けい
営
えい
をする中

なか
で、日

に
本
ほん
企
き
業
ぎょう
の営

えい
業
ぎょう
の

あり方
かた
に疑

ぎ
問
もん
を持

も
つようになり、より合

ごう

理
り
的
てき
かつ効

こう
率
りつ
的
てき
な営
えい
業
ぎょう
活
かつ
動
どう
を可

か
能
のう
にする

ソフトとサービスを開
かい
発
はつ
し、販

はん
売
ばい
するよ

うになりました。

Ｑ２： 日
に
本
ほん
語
ご
は、どのようにして勉

べん
強
きょう
し

たのですか？

　日
に
本
ほん
語
ご
は来

らい
日
にち
前
まえ
に３カ月

げつ
ほど、「お名

な

前
まえ
は？」といった程

てい
度
ど
のことを習

なら
っただ

けです。大
だい
学
がく
院
いん
への留

りゅう
学
がく
ですから、基

き
本
ほん

的
てき
に授

じゅ
業
ぎょう
は英
えい
語
ご
で行

おこな
われますので。本

ほん
格
かく

的
てき
に日

に
本
ほん
語
ご
を身

み
につけたのは日

に
本
ほん
に来

き
て

からで、主
おも
に対

たい
人
じん
関
かん
係
けい
の中

なか
で覚
おぼ
えていき

ました。

　日
に
本
ほん
に来

き
てからは、言

こと
葉
ば
で困
こま
ったこと

はありません。よくわからないことは、

身
み
ぶり手

て
ぶりを使

つか
ってでも、確

かく
認
にん
すれば

いいですから。でも、言
こと
葉
ば
自
じ
体
たい
はわかっ

ても、意
い
味
み
がわからないことがあって、

それが困
こま
りました。

　例
たと
えば、大

だい
学
がく
院
いん
にいたときのことで

す。日
に
本
ほん
人
じん
の先

せん
輩
ぱい
の家

いえ
に遊

あそ
びに行

い
き、夕

ゆう

食
しょく
後
ご
、先
せん
輩
ぱい
の奥

おく
さんから風

ふ
呂
ろ
に入
はい
ってい

くよう勧
すす
められました。湯

ゆ
船
ぶね
につかって

体
からだ
を洗

あら
い、最

さい
後
ご
に風

ふ
呂
ろ
の湯

ゆ
を抜

ぬ
いて浴

よく
槽
そう

をきれいに洗
あら
って出

で
てきました。ところ

が、奥
おく
さんがお風

ふ
呂
ろ
のお湯

ゆ
がなくなって

いることに気
き
付
づ
いて、「宋

そう
さん、お湯

ゆ
ど

うしたの？」と聞
き
くのです。私

わたし
はその質

しつ

問
もん
の意

い
味
み
がわからず、答

こた
えようがなかっ

た。「お湯
ゆ
をどうして流

なが
したの？」と聞

き

かれれば、返
へん
事
じ
ができたのですが。その

時
とき
は、日

に
本
ほん
では湯

ゆ
船
ぶね
は温

あたた
まるためのもの

で、体
からだ
を洗
あら
うところではないという説

せつ
明
めい

を受
う
け、ようやく理

り
解
かい
できました。それ

にしても、私
わたし
が入
はい
った後

あと
のお湯

ゆ
に、誰

だれ
か

が入
はい
ると考

かんが
えただけで顔

かお
が赤
あか
くなりまし

た（笑
わらい
）。今

いま
でも、温

おん
泉
せん
には入

はい
りますが、

家
か
庭
てい
用
よう
の浴
よく
槽
そう
はほとんど使

つか
いません。

Ｑ３： 日
に
本
ほん
の好

す
きなところはどこですか？

　好
す
きなところは、調

ちょう
和
わ
された国

くに
であり、

モラルが高
たか
いことですね。さすがに大

やまと
和

ですね。ところが「和
わ
」というのは、同

どう

一
いつ
性
せい
が高
たか
く、互

たが
いの相

そう
違
い
をなくそうとす

る。裏
うら
返
がえ
せば、みんなが同

おな
じように物

もの
事
ごと

を考
かんが
え、異

こと
なるものがあると、それから

逃
に
げたり、気

き
づかないふりをしようとす

る。ここが違
い
和
わ
感
かん
を持

も
つところです。つ

まり、日
に
本
ほん
について好

す
きな所

ところ
は、同

どう
時
じ
に

嫌
きら
いな所

ところ
でもあるのです。

Ｑ４： どうしても馴
な
染
じ
めない日

に
本
ほん
文
ぶん
化
か
は

ありますか？　

　ビジネス上
じょう
の儀

ぎ
礼
れい
ですね。例

たと
えば年

ねん
賀
が

状
じょう
です。会

かい
社
しゃ
には、毎

まい
年
とし
印
いん
刷
さつ
された形

けい
式
しき

だけの年
ねん
賀
が
状
じょう
が数
すう
千
せん
枚
まい
も届
とど
きます。これ

は、大
おお
きな無

む
駄
だ
だと思

おも
います。

　さらに嫌
きら
いなのは、「挨

あい
拶
さつ
に伺

うかが
います」

という申
もう
し出

で
です。こちらも忙

いそが
しいです

から、「挨
あい
拶
さつ
」ではなく、訪

ほう
問
もん
の目

もく
的
てき
を

伝
つた
えてほしいのです。その内

ない
容
よう
によって、

同
どう
席
せき
させる担

たん
当
とう
者
しゃ
を選

えら
んだり、こちらの

準
じゅん
備
び
もありますから。しかし「いえいえ、

ただのご挨
あい
拶
さつ
ですから」と言

い
う。お互

たが
い

に時
じ
間
かん
の無

む
駄
だ
だと思

おも
うのですが…。僕

ぼく
も

日
に
本
ほん
の文
ぶん
化
か
は尊
そん
重
ちょう
したいですが、ビジネ

ス社
しゃ
会
かい
に持

も
ち込

こ
むのは、とても非

ひ
効
こう
率
りつ
的
てき

だと思
おも
います。こうした儀

ぎ
礼
れい
は、どこの

国
くに
にもあると思

おも
いますが、日

に
本
ほん
には少

すこ
し

多
おお
すぎますね。

Ｑ５： 海
かい
外
がい
の日

に
本
ほん
語
ご
学
がく
習
しゅう
者
しゃ
に日

に
本
ほん
語
ご
学
がく
習
しゅう

のコツなどを。

　私
わたし
は何
なに
事
ごと
によらず、現

げん
場
ば
主
しゅ
義
ぎ
なんです。

会
かい
社
しゃ
の経
けい
営
えい
でも、現

げん
場
ば
に行

い
ってお客

きゃく
さん

の声
こえ
を聞

き
かずに、役

やく
員
いん
室
しつ
の議

ぎ
論
ろん
だけで事

こと

を進
すす
めようとすると必

かなら
ず失
しっ
敗
ぱい
します。言

こと

葉
ば
の習

しゅう
得
とく
も同
おな
じです。言

こと
葉
ば
だけを覚

おぼ
えよ

うするのは無
む
意
い
味
み
です。日

に
本
ほん
人
じん
とのコ

ミュニケーションの中
なか
で覚
おぼ
えることが大

だい

事
じ
だと思

おも
います。

　より詳
しょう
細
さい
な内
ない
容
よう
については下

か
記
き
ウェブ

サイトをご覧
らん
下
くだ
さい。

http://www.jpf.go.jp/j/japan_j/publish/

tsushin/index.html
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